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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断裁対象のシートが載置され、略水平な状態で鉛直方向上方に向いた載置面を有する台
と、
　前記台の一端の側から他端の側に延設された帯状の固定刃と、
　前記固定刃の前記一端の側から他端の側に順に前記固定刃と近接し、前記固定刃と協働
して、前記台の前記載置面に載置された前記シートを前記固定刃の一端の側から他端の側
に向かって順に断裁する可動刃と、
　前記固定刃の前記一端と前記他端との間において、前記固定刃より鉛直方向下方に位置
すると共に、前記固定刃より鉛直方向下方に配置される屑箱の底面より鉛直方向上方に位
置する支持部と、を有し、
　前記支持部は、
　前記台の前記載置面と隣り合う外面における前記固定刃の前記一端及び前記固定刃の前
記他端を含む面から直交する方向に突出し、
　少なくとも一方が前記面に対して傾斜し、前記固定刃と前記可動刃による断裁で生じる
屑の一部を一時的に支持する前記固定刃の前記一端に近い側部及び前記固定刃の前記他端
に近い側部を備えている、
ことを特徴とするシート断裁装置。
【請求項２】
　前記支持部は、フィルムであって、
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　前記支持部は、略水平な状態から鉛直方向下方に姿勢を変える機能と復元する機能とを
有する請求項１に記載のシート断裁装置。
【請求項３】
　前記支持部の形状は、複数の歯からなる櫛状であり、
　前記支持部が有する複数の歯のそれぞれは、鉛直方向に重ならないように配置されてい
る請求項２に記載のシート断裁装置。
【請求項４】
　前記支持部が取り付けられる保持部を更に備え、
　前記支持部は、前記固定刃と前記可動刃による断裁で生じる屑の一部を一時的に支持す
る板状の部材と、
　前記保持部に取り付けられ、前記板状部材を略水平に位置させるためのヒンジとバネと
を備えた取付部と、
を備えた請求項１に記載のシート断裁装置。
【請求項５】
　前記支持部の上面は、鉛直方向下方に傾斜している、請求項１に記載のシート断裁装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートを断裁するシート断裁装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、製本すること等を目的として、シートを断裁するシート断裁装置が用いられてい
る（例えば、特許文献１参照）。従来のシート断裁装置は、断裁対象のシートが載置され
る台と、台に設けられた帯状の固定刃と、固定刃と協働してシートを断裁する可動刃とを
有する。従来のシート断裁装置では、断裁対象のシートが台に載置され、固定刃と可動刃
とが協働して断裁対象のシートを断裁する。その際、従来のシート断裁装置は、シートの
ある一つの端部から別の一つの端部に向かってシートを順に断裁する。断裁によって生じ
た屑は、落下して屑箱に収められる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４７２３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のシート断裁装置のように、シートのある一つの端部から別の一つの端部（以下、
「別の一つの端部」を「別端部」と記載する場合がある。）に向かってシートを順に断裁
する場合、シートのうちのまさに断裁されようとする部位は、シート断裁装置の固定刃と
可動刃とによって挟まれて固定刃と可動刃とによって支持される。断裁によって生じた屑
は、重力により鉛直下方に垂れ下がる。
【０００５】
　断裁の終了直前においては、シートの別端部が固定刃と可動刃とによって支持されるの
で、断裁によって生じた屑はシートから離れることなく別端部の鉛直下方寄りに位置する
。断裁が終了すると、屑は別端部の鉛直下方に偏った状態で落下して屑箱に収められる。
屑箱において固定刃と平行な辺の長さは上述のある一つの端部から別端部までの長さより
わずかに長いだけであり、屑箱は浅い。すなわち、屑箱は小さい。
【０００６】
　そのため、屑の一部は、別端部の鉛直下方の近傍において屑箱からあふれる。屑箱から
あふれた屑は、次の断裁処理時において断裁対象のシートの上に載ったり、断裁対象が重
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ねられた複数枚のシートである場合に隣り合う２枚のシートの間に挟まれたりして、断裁
処理そのものやその後のシートの加工処理等に不具合を生じさせることがある。加えて、
上述の通り屑は別端部の鉛直下方に偏った状態で屑箱に収められるので、屑が偏ることな
く屑箱に収められる場合に比べて、屑箱に収められた屑の回収を数多く行わなければなら
ない。シートのある一つの端部から別端部に向かってシートを順に断裁しても、断裁によ
って生じた屑の偏在をより小さくして屑を屑箱に収めるシート断裁装置が提供されること
が求められている。
【０００７】
　本発明は、シートのある一つの端部から別の一つの端部に向かってシートを順に断裁し
ても、断裁によって生じた屑の偏在をより小さくして屑を屑箱に収めるシート断裁装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るシート断裁装置の一態様は、断裁対象のシートが載置され、略水平な状態
で鉛直方向上方に向いた載置面を有する台と、前記台の一端の側から他端の側に延設され
た帯状の固定刃と、前記固定刃の一端の側から他端の側に順に前記固定刃と近接し、前記
固定刃と協働して、前記台の前記載置面に載置された前記シートを前記固定刃の一端の側
から他端の側に向かって順に断裁する可動刃と、前記固定刃の前記一端と前記他端との間
において、前記固定刃より鉛直方向下方に位置すると共に、前記固定刃より鉛直方向下方
に配置される屑箱の底面より鉛直方向上方に位置する支持部と、を有し、前記支持部は、
前記台の前記載置面と隣り合う外面における前記固定刃の前記一端及び前記固定刃の前記
他端を含む面から直交する方向に突出し、少なくとも一方が前記面に対して傾斜し、前記
固定刃と前記可動刃による断裁で生じる屑の一部を一時的に支持する前記固定刃の前記一
端に近い側部及び前記固定刃の前記他端に近い側部を備える。
【０００９】
　支持部の側部のうちの固定刃の一端の側の側部は、上記平面と直交していてもよい。又
は、支持部の側部のうちの固定刃の一端の側の側部の少なくとも一部は、上記平面と台の
載置面との隣り合う平面であって固定刃の一端側に位置する平面側に倒れていてもよい。
【００１０】
　支持部の側部のうちの固定刃の他端の側の側部は、上記平面と直交していてもよい。又
は、支持部の側部のうちの固定刃の他端の側の側部の少なくとも一部は、上記平面と台の
載置面との隣り合う平面であって固定刃の一端側に位置する平面側に倒れていてもよい。
【００１１】
　支持部はフィルムであって、支持部は、台の載置面が略水平な状態で鉛直方向上方に向
いている場合に略水平な状態から鉛直方向下方に姿勢を変える機能と復元する機能とを有
してもよい。その場合、支持部の形状は複数の歯からなる櫛状であり、支持部が有する複
数の歯のそれぞれは、台の載置面が略水平な状態で鉛直方向上方に向いている場合に鉛直
方向に重ならないように配置されてもよい。
【００１２】
　シート断裁装置は、支持部が取り付けられる保持部を更に有し、支持部は板状の部材と
、取付部とを含み、取付部は、ヒンジとバネとを含み、板状の部材は、台の載置面が略水
平な状態で鉛直方向上方に向いている場合に略水平に位置するように取付部によって保持
部に取り付けられてもよい。
【００１３】
　支持部の上面は、台の載置面が略水平な状態で鉛直方向上方に向いている場合に鉛直方
向下方に傾斜していてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、シートのある一つの端部から別の一つの端部に向かってシートを順に
断裁しても、断裁によって生じた屑の偏在をより小さくして屑を屑箱に収めることができ
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る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態のシート断裁装置によって断裁されるシートの斜視図である
。
【図２】本発明の実施の形態のシート断裁装置が断裁対象のシートを断裁している状況を
簡単に示す図である。
【図３】本発明の実施の形態におけるシート断裁装置の斜視図である。
【図４】図３に示すシート断裁装置の正面図である。
【図５】図４に示すＶ－Ｖ線におけるシート断裁装置の断面図である。
【図６】図３に示すシート断裁装置の支持部の平面図である。
【図７】断裁対象のシートが本発明の実施の形態におけるシート断裁装置によって断裁さ
れた場合に屑がシート断裁装置のガイドプレートのガイド面に付着している状況を示す図
である。
【図８】本実施の形態のシート断裁装置の掻き落とし部によってガイドプレートのガイド
面に付着した屑が掻き落とされている状況を説明するための図である。
【図９Ａ】従来のシート断裁装置がシートを断裁した場合に生じる屑が落下して屑箱に収
められる状況を説明するための第１図である。
【図９Ｂ】従来のシート断裁装置がシートを断裁した場合に生じる屑が落下して屑箱に収
められる状況を説明するための第２図である。
【図９Ｃ】従来のシート断裁装置がシートを断裁した場合に生じる屑が落下して屑箱に収
められる状況を説明するための第３図である。
【図１０Ａ】本発明の実施の形態のシート断裁装置がシートを断裁した場合に生じる屑が
落下して屑箱に収められる状況を説明するための第１図である。
【図１０Ｂ】本発明の実施の形態のシート断裁装置がシートを断裁した場合に生じる屑が
落下して屑箱に収められる状況を説明するための第２図である。
【図１０Ｃ】本発明の実施の形態のシート断裁装置がシートを断裁した場合に生じる屑が
落下して屑箱に収められる状況を説明するための第３図である。
【図１１】台形状の支持部の平面図である。
【図１２】一部にＬ字状の部位を含む支持部を有するシート断裁装置の斜視図である。
【図１３】図１２に示すシート断裁装置の一部にＬ字状の部位を含む支持部の平面図であ
る。
【図１４】一部にＬ字状の部位を含む第２の支持部を有するシート断裁装置の斜視図であ
る。
【図１５Ａ】図１４に示すシート断裁装置の一部にＬ字状の部位を含む第２の支持部の平
面図である。
【図１５Ｂ】図１４に示すシート断裁装置の一部にＬ字状の部位を含む第２の支持部の側
面図である。
【図１５Ｃ】図１４に示すシート断裁装置の一部にＬ字状の部位を含む第２の支持部の斜
視図である。
【図１６】塊状の支持部の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、本発明の実施の形態のシート断裁装置について図面を参照して説明する。本実
施の形態のシート断裁装置の構成を説明する前に、本実施の形態のシート断裁装置の動作
を簡単に説明する。図１は、本発明の実施の形態のシート断裁装置によって断裁されるシ
ートＳの斜視図である。多くの場合、シートＳは紙であって、本実施の形態のシート断裁
装置は重ねられた複数枚のシートＳを断裁する。図１は、複数枚のシートＳが重ねられた
状況を示している。
【００１７】
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　シートＳのうちのシート断裁装置によって断裁される部位は、破線で示されている切断
線ＣＬである。切断線ＣＬは直線である。本実施の形態のシート断裁装置は、シートＳを
、シートＳのある一つの端部としての切断線ＣＬの一方の端部ＣＬ１から、シートＳの別
の一つの端部としての切断線ＣＬの他方の端部ＣＬ２に向かって順に断裁する。シートＳ
において、切断線ＣＬによって区切られている二つの領域のうちの大きい領域Ｅは、シー
ト断裁装置による断裁の後に製本等に有効に使用される部位である。切断線ＣＬによって
区切られている二つの領域のうちの小さい領域Ｆは、シート断裁装置による断裁の後に屑
となる部位である。
【００１８】
　図２は、本発明の実施の形態のシート断裁装置が断裁対象のシートＳを断裁している状
況を簡単に示す図である。本実施の形態のシート断裁装置は後述の通り可動刃５を有して
おり、図２では、断裁動作を簡単に説明するために、可動刃５及びシートＳのみが示され
ている。図２には切断線ＣＬの一方の端部ＣＬ１は示されていないが、図１を用いて説明
した通り、本実施の形態のシート断裁装置は、シートＳを、切断線ＣＬの一方の端部ＣＬ
１から他方の端部ＣＬ２に向かって順に断裁する。そのため、図２に示す通り、帯状の屑
Ｗが生成される。屑Ｗは、落下して後述の屑箱７に収められる。
【００１９】
　次に、本発明の実施の形態のシート断裁装置の構成を説明する。図３は、本発明の実施
の形態におけるシート断裁装置１の斜視図である。図４は、図３に示すシート断裁装置１
の正面図である。図５は、図４に示すＶ－Ｖ線におけるシート断裁装置１の断面図である
。シート断裁装置１は、画像形成装置の後段に配置される装置であって、製本すること等
を目的として、画像形成装置によって処理されたシートＳを断裁する。画像形成装置は、
図示されていない。
【００２０】
　図３、４及び５に示す通り、シート断裁装置１は、フレーム２と、台３と、固定刃４と
、可動刃５と、ガイドプレート６と、屑箱７と、掻き落とし部８と、支持部９とを有する
。フレーム２は、台３及び可動刃５が取り付けられるものである。台３は、断裁対象のシ
ートＳが載置されるものである。台３は載置面３１を有しており、断裁対象のシートＳは
ガイドプレート６による案内により画像形成装置から台３に搬送され、台３の載置面３１
に載置される。多くの場合、複数枚のシートＳが台３の載置面３１に載置される。
【００２１】
　固定刃４は、台３の一つの端部に設けられた帯状の刃である。上述の通りシート断裁装
置１は画像形成装置の後段に配置される装置であって、固定刃４は、台３の端部のうちの
画像形成装置に最も近い端部に設けられている。可動刃５は、固定刃４と協働して、台３
の載置面３１に載置されたシートＳを断裁する板状の刃であって、第１回転部材１１及び
第２回転部材１２によってフレーム２に取り付けられている。
【００２２】
　フレーム２は、背面側において、第１回転部材１１及び第２回転部材１２を同期して回
転させるためのチェーンを有している。フレーム２は、チェーンを回転させるモータも有
している。チェーンがモータによって回転し、チェーンが回転することによって第１回転
部材１１及び第２回転部材１２が同期して回転し、それにより、板状の可動刃５はある一
つの平面上で回転する。
【００２３】
　具体的には、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向いている場合、図２に示す
ように板状の可動刃５はある一つの垂直面上で回転する。その際、可動刃５は、固定刃４
の一端４１の側から他端４２の側に順に固定刃４と近接し、固定刃４と協働して、台３の
載置面３１に載置されたシートＳを、シートＳのある一つの端部から別の一つの端部に向
かって順に断裁する。更に言うと、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向いてい
る場合、可動刃５は固定刃４に近づく状況において鉛直上方から鉛直下方に動きながらシ
ートＳを断裁する。なお、固定刃４の一端４１は図３、４及び５には明確に示されていな
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いが、上述の通り固定刃４は台３の一つの端部に設けられた帯状の刃であって、固定刃４
の他端４２が図３及び４において明確に示されているので、固定刃４の一端４１を容易に
理解することができる。板状の可動刃５は、幅が固定刃４の一端４１に近いほど広く、固
定刃４の他端４２に近いほど狭い台形状の刃である。
【００２４】
　ガイドプレート６は、断裁対象のシートＳを台３の載置面３１に案内するものである。
上述の通り、シート断裁装置１は画像形成装置の後段に配置されている。そのため、ガイ
ドプレート６は、画像形成装置によって処理されたシートＳを製本すること等を目的とし
て断裁するために、画像形成装置によって処理されたシートＳを台３の載置面３１に案内
する。ガイドプレート６は、台３の載置面３１に載置された断裁対象のシートＳのうちの
台３からはみ出た部位を補助的に支持する補助部としても機能する。
【００２５】
　ガイドプレート６のうちの断裁対象のシートＳを台３の載置面３１に案内する面（以下
、「ガイド面」と記載する。）６１は、シートＳを台３の載置面３１に案内する場合、載
置面３１を含む平面内に位置する。シートＳが固定刃４と可動刃５とによって断裁される
場合、上述の通り可動刃５は鉛直上方から鉛直下方に動きながらシートＳを断裁する。そ
のため、シートＳが断裁される場合、ガイド面６１は可動刃５と接触しないように、可動
刃５の動きと連動して鉛直下方に倒れる。
【００２６】
　屑箱７は、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向いている場合に固定刃４より
鉛直下方となる位置に配置されている。更に言うと、屑箱７は、上述の場合にガイドプレ
ート６の鉛直下方に配置されている。屑箱７は、固定刃４と可動刃５とによる断裁によっ
て生じて落下してくるシートＳの帯状の屑Ｗが収められる直方体状の箱である。屑箱７に
は、上述の場合において鉛直上方に位置する開口が形成されており、屑Ｗは開口から屑箱
７の内部に収められる。屑箱７において固定刃４と平行な辺の長さは、シートＳにおける
切断線ＣＬの長さよりわずかに長いだけである。屑箱７の深さは、例えば切断線ＣＬの３
分１程度であって浅い。つまり、屑箱７は小さい。
【００２７】
　掻き落とし部８は、可動刃５の固定刃４と接触しない側の面を含む面から台３の外側の
向きに突出するように設けられており、可動刃５の動きと連動して動く。台３の外側の向
きとは、台３の内側から外側への向きを意味する。より具体的には、掻き落とし部８の形
状は板状であって、掻き落とし部８は、可動刃５と直交した状態が維持するように、可動
刃５に固定された状態で設けられている。
【００２８】
　更に言うと、掻き落とし部８は、導電性を有する材料によって形成されたブラシである
。掻き落とし部８は、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向いている場合、鉛直
上方から鉛直下方に動き、固定刃４と可動刃５とによる断裁によって生じてガイドプレー
ト６のガイド面６１に付着したシートＳのうちの帯状の屑Ｗを掻き落とす。なお、掻き落
とし部８は、ガイドプレート６が断裁対象のシートＳを台３の載置面３１に案内する場合
にシートＳに接触しない位置に設けられている。
【００２９】
　支持部９は、固定刃４の一端４１と他端４２との間において、台３の載置面３１が水平
な状態で鉛直上方に向いている場合に固定刃４より鉛直下方に位置すると共に、固定刃４
より鉛直下方に配置される屑箱７の最上部より鉛直上方に位置している。具体的には、支
持部９は、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向いている場合にフレーム２の底
面となる部位に設けられている。フレーム２の底面は、屑箱７の最上部より鉛直上方に位
置している。加えて、支持部９は、台３の載置面３１とは異なる外面のうちの固定刃４の
一端４１及び他端４２を含む平面から台３の外側に突出するように設けられている。台３
の外側に突出するとは、台３の内側から外側への向きに突出することを意味する。
【００３０】
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　図６は、図３に示すシート断裁装置１の支持部９の平面図である。支持部９はフィルム
である。支持部９は例えばポリエステルによって形成されている。支持部９の形状は櫛状
であり、図３、４及び６に示す通り、支持部９は複数の歯９１，９２，９３を有している
。複数の歯９１，９２，９３は、台３の載置面３１とは異なる外面のうちの固定刃４の一
端４１及び他端４２を含む平面から台３の外側に突出するように設けられている。加えて
、複数の歯９１，９２，９３のそれぞれは、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に
向いている場合に鉛直方向に重ならないように設けられている。図６は、その場合におい
て支持部９を鉛直上方から鉛直下方の向きに見た状態を示している。すなわち、図６は支
持部９の上面図である。
【００３１】
　さらに、複数の歯９１，９２，９３は、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向
いている場合に水平な状態から鉛直下方に姿勢を変える機能と復元する機能とを有する。
支持部９は固定部９４を有しており、複数の歯９１，９２，９３は固定部９４から突出す
るように設けられている。固定部９４は、フレーム２の底面に貼り付けられている。固定
部９４は、例えば接着剤によってフレーム２の底面に貼り付けられている。固定部９４が
フレーム２の底面に貼り付けられることにより、支持部９はフレーム２に取り付けられて
いる。なお、固定部９４は、ネジ等によりフレーム２の底面に取り付けられてもよい。
【００３２】
　図４及び６に示す通り、支持部９の側部のうちの固定刃４の一端４１の側の側部は、す
なわち、支持部９の歯９１は、台３の載置面３１とは異なる外面のうちの固定刃４の一端
４１及び他端４２を含む平面と直交している。支持部９の側部のうちの固定刃４の他端４
２の側の側部も、すなわち、支持部９の歯９３も、上述の平面と直交している。図２を用
いて説明した通り固定刃４と可動刃５とによる断裁によって帯状の屑Ｗが生じ、屑Ｗは落
下する。支持部９は、落下してくる帯状の屑Ｗの一部を一時的に支持する。
【００３３】
　次に、シートＳを断裁した場合に生じる屑Ｗが落下して屑箱７に収められる状況等を説
明する。図１及び２を用いて説明したように、シート断裁装置１は、重ねられた複数のシ
ートＳを、切断線ＣＬの一方の端部ＣＬ１から他方の端部ＣＬ２に向かって順に断裁する
。そのため、帯状の屑Ｗが生成される。屑Ｗは、ガイドプレート６のガイド面６１に静電
気等によって付着する場合がある。図７は、断裁対象のシートＳが本発明の実施の形態に
おけるシート断裁装置１によって断裁された場合に屑Ｗがシート断裁装置１のガイドプレ
ート６のガイド面６１に付着している状況を示す図である。
【００３４】
　更に言うと、図７は、シートＳが断裁され、可動刃５が鉛直上方から鉛直下方に動くの
に連動してガイドプレート６のガイド面６１が鉛直下方に倒れようとしている状況を示し
ている。本実施の形態のシート断裁装置１は、掻き落とし部８を有する。上述の通り、掻
き落とし部８は可動刃５に設けられている。そのため、シートＳの断裁処理が行われる場
合、可動刃５が鉛直上方から鉛直下方に動くので、掻き落とし部８も鉛直上方から鉛直下
方に動く。
【００３５】
　掻き落とし部８は、シートＳの断裁処理が行われる場合に鉛直上方から鉛直下方に動く
ので、図８に示すように、ガイドプレート６のガイド面６１に付着した屑Ｗを掻き落とす
。図８は、本実施の形態のシート断裁装置１の掻き落とし部８によってガイドプレート６
のガイド面６１に付着した屑Ｗが掻き落とされている状況を説明するための図である。す
なわち、図８に示すように、本実施の形態のシート断裁装置１を用いれば、ガイドプレー
ト６に付着した屑Ｗを取り除くことができる。
【００３６】
　上述の通り、掻き落とし部８は、導電性を有する材料によって形成されているので、帯
電した屑Ｗに対して除電を行うことができる。そのため、掻き落とし部８は、ガイド面６
１に付着した屑Ｗをより容易に掻き落とすことができる。加えて、掻き落とし部８は、ブ
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ラシであるのでガイド面６１に付着した屑Ｗをこすることができる。そのため、掻き落と
し部８は、ガイド面６１に付着した屑Ｗをより容易に掻き落とすことができる。なお、掻
き落とし部８は、ガイドプレート６が断裁対象のシートＳを台３の載置面３１に案内する
場合にシートＳに接触しない位置に設けられている。そのため、掻き落とし部８により断
裁対象のシートＳを損傷する可能性を低くすることができる。
【００３７】
　次に、シートＳを断裁した場合に生じる屑Ｗが落下して屑箱７に収められる状況を説明
する。図１及び２を用いて説明したように、シート断裁装置１による断裁により、帯状の
屑Ｗが生成される。従来のシート断裁装置は、本実施の形態のシート断裁装置１が有する
支持部９を有していない点で本実施の形態のシート断裁装置１と異なるが、従来のシート
断裁装置も本実施の形態のシート断裁装置１と同様にシートＳを断裁し、それにより帯状
の屑Ｗが生成される。
【００３８】
　図９Ａ、９Ｂ及び９Ｃを用いて、従来のシート断裁装置がシートＳを断裁した場合に生
じる屑Ｗが落下して屑箱７に収められる状況を説明する。図９Ａは従来のシート断裁装置
がシートＳを断裁した場合に生じる屑Ｗが落下して屑箱７に収められる状況を説明するた
めの第１図であり、図９Ｂは従来のシート断裁装置がシートＳを断裁した場合に生じる屑
Ｗが落下して屑箱７に収められる状況を説明するための第２図であり、図９Ｃは従来のシ
ート断裁装置がシートＳを断裁した場合に生じる屑Ｗが落下して屑箱７に収められる状況
を説明するための第３図である。
【００３９】
　図９ＡはシートＳの断裁処理の最初の方の状況を示しており、図９Ｂは断裁処理の終了
直前の状況を示しており、図９Ｃは断裁処理が終了した後の状況を示している。図９Ａ、
９Ｂ及び９Ｃは従来のシート断裁装置の正面側を示しており、図９Ａ、９Ｂ及び９Ｃでは
、説明を簡単にするために、固定刃４、可動刃５、屑箱７及び屑Ｗのみが示されている。
屑箱７は内部を示すために破線により示されている。断裁により生じた屑Ｗと、シートＳ
のうちの断裁により屑Ｗとなる部位とは、斜線により示されている。なお、図９Ａ、９Ｂ
及び９Ｃでは、断裁処理をよりわかりやすくするために、可動刃５の動きを誇張して示し
ている。
【００４０】
　図９Ａ及び９Ｂに示すように、シートＳのうちのまさに断裁されようとする部位は、固
定刃４と可動刃５とによって挟まれて固定刃４と可動刃５とによって支持される。断裁に
よって生じた屑Ｗは、重力により鉛直下方に垂れ下がる。したがって、図９Ｂに示すよう
に、断裁の終了直前においては、シートＳにおける切断線ＣＬの他方の端部ＣＬ２が固定
刃４と可動刃５とによって支持されるので、断裁によって生じた屑ＷはシートＳから離れ
ることなく固定刃４の他端４２の鉛直下方寄りに位置する。
【００４１】
　そのため、図９Ｃに示すように、断裁が終了すると、屑Ｗは固定刃４の他端４２の鉛直
下方に偏った状態で落下して屑箱７に収められる。上述の通り屑箱７は小さいので、屑Ｗ
のうちの最後の方に生じた部位は、固定刃４の他端４２の鉛直下方の近傍において屑箱７
からあふれる。
【００４２】
　それに対し、本実施の形態のシート断裁装置１は支持部９を有する。図１０Ａ、１０Ｂ
及び１０Ｃを用いて、支持部９を有するシート断裁装置１がシートＳを断裁した場合に生
じる屑Ｗが落下して屑箱７に収められる状況を説明する。図１０Ａは本発明の実施の形態
のシート断裁装置１がシートＳを断裁した場合に生じる屑Ｗが落下して屑箱７に収められ
る状況を説明するための第１図であり、図１０Ｂは本発明の実施の形態のシート断裁装置
１がシートＳを断裁した場合に生じる屑Ｗが落下して屑箱７に収められる状況を説明する
ための第２図であり、図１０Ｃは本発明の実施の形態のシート断裁装置１がシートＳを断
裁した場合に生じる屑Ｗが落下して屑箱７に収められる状況を説明するための第３図であ
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る。
【００４３】
　図１０ＡはシートＳの断裁処理の最初の方の状況を示しており、図１０Ｂは断裁処理の
終了直前の状況を示しており、図１０Ｃは断裁処理が終了した後の状況を示している。図
１０Ａ、１０Ｂ及び１０Ｃは本実施の形態のシート断裁装置１の正面側を示しており、図
１０Ａ、１０Ｂ及び１０Ｃでは、説明を簡単にするために、固定刃４、可動刃５、屑箱７
、支持部９及び屑Ｗのみが示されている。屑箱７は内部を示すために破線により示されて
いる。断裁により生じた屑Ｗと、シートＳのうちの断裁により屑Ｗとなる部位とは、斜線
により示されている。なお、図１０Ａ、１０Ｂ及び１０Ｃでは、断裁処理をよりわかりや
すくするために、可動刃５の動きを誇張して示している。
【００４４】
　図１０Ａ及び１０Ｂに示すように、シートＳのうちのまさに断裁されようとする部位は
、固定刃４と可動刃５とによって挟まれて固定刃４と可動刃５とによって支持される。断
裁によって生じた屑Ｗは重力により鉛直下方に垂れ下がるが、本実施の形態のシート断裁
装置１は支持部９を有しており、支持部９が、より具体的には支持部９の複数の歯９１，
９２，９３が、断裁によって生じて垂れ下がってくる屑Ｗの一部を一時的に支持する。そ
のため、図１０Ｂに示すように、断裁の終了直前においても、断裁によって生じた屑Ｗは
固定刃４の他端４２の鉛直下方寄りに偏らない。その結果、図１０Ｃに示すように、断裁
が終了すると、屑Ｗは固定刃４の他端４２の鉛直下方に偏った状態で落下せず、偏在がよ
り小さい状態で屑箱７に収められる。
【００４５】
　更に言うと、上述の通り、支持部９の側部のうちの固定刃４の一端４１の側の側部は、
すなわち、支持部９の歯９１は、台３の載置面３１とは異なる外面のうちの固定刃４の一
端４１及び他端４２を含む平面と直交している。その構成により、断裁によって生じて垂
れ下がってくる屑Ｗの一部は、支持部９の複数の歯９１，９２，９３に引っ掛かる可能性
が高くなる。そのため、支持部９は、より具体的には複数の歯９１，９２，９３は、断裁
によって生じて垂れ下がってくる屑Ｗの一部を一時的に支持することを容易に行うことが
できる。
【００４６】
　また、支持部９の側部のうちの固定刃４の他端４２の側の側部も、すなわち、支持部９
の歯９３も、台３の載置面３１とは異なる外面のうちの固定刃４の一端４１及び他端４２
を含む平面と直交している。その構成により、支持部９の複数の歯９１，９２，９３は断
裁によって生じて垂れ下がって一時的に支持した屑Ｗを、断裁の終了時に鉛直下方に滑ら
せて屑箱７に収めることを容易に行うことができる。
【００４７】
　さらにまた、支持部９の複数の歯９１，９２，９３は、断裁によって生じて垂れ下がっ
てくる屑Ｗを一時的に支持した場合、屑Ｗの重さにより、台３の載置面３１が水平な状態
で鉛直上方に向いている場合に水平な状態から鉛直下方に姿勢を変える。その構成により
、支持部９の複数の歯９１，９２，９３は、断裁によって生じて垂れ下がって一時的に支
持した屑Ｗを、断裁の終了時に鉛直下方に滑らせて屑箱７に収めることを容易に行うこと
ができる。なお、支持部９は、フィルムによって形成されているので、屑Ｗを一時的に支
持する場合は屑Ｗの重さにより水平な状態から鉛直下方に姿勢を変えるが、屑Ｗが屑箱７
に落下した後に復元する。そのため、支持部９が断裁によって生じて垂れ下がってくる屑
Ｗを一時的に支持する機能は維持される。
【００４８】
　上述の通り、本実施の形態のシート断裁装置１は支持部９を有するので、シート断裁装
置１を用いれば、シートＳのある一つの端部から別の一つの端部に向かってシートＳを順
に断裁しても、断裁によって生じた屑Ｗの偏在をより小さくして屑Ｗを屑箱７に収めるこ
とができる。その結果、屑Ｗが屑箱からあふれることを抑制でき、ひいては後続の断裁処
理等において不具合を生じさせにくくすることができる。加えて、屑箱に収められた屑の
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回収の回数を抑制することができる。
【００４９】
　（変形例）
　上述した実施の形態のシート断裁装置１における掻き落とし部８は、可動刃５の固定刃
４と接触しない側の面に設けられている。しかしながら、掻き落とし部８は、可動刃５の
固定刃４と接触しない側の面に設けられていなくてもよい。掻き落とし部８は、可動刃５
の固定刃４と接触しない側において、可動刃５の固定刃４と接触しない側の面を含む面か
ら台３の外側の向きに突出するように設けられており、可動刃５が鉛直上方から鉛直下方
に動く場合に鉛直上方から鉛直下方に動いてガイドプレート６に付着した屑Ｗを掻き落と
すものであればよい。
【００５０】
　したがって、掻き落とし部８の形状は板状でなくてもよいし、掻き落とし部８は、可動
刃５と直交した状態が維持するように、可動刃５に固定された状態で設けられていなくて
もよい。掻き落とし部８は、除電効果を有することが好ましいが、導電性を有する材料に
よって形成されていなくてもよい。掻き落とし部８は、ブラシではなく布であってもよい
。掻き落とし部８は、可動刃５に搖動可能に取り付けられてもよい。掻き落とし部８は、
ガイドプレート６が断裁対象のシートＳを台３の載置面３１に案内する場合にシートＳに
接触する位置に設けられてもよい。その場合、掻き落とし部８が除電効果を有していれば
、台３の載置面３１に案内される断裁対象のシートＳを除電することができ、ひいては、
屑Ｗがガイドプレート６に付着する可能性を低下させることができる。
【００５１】
　上述した実施の形態のシート断裁装置１は、櫛状の支持部９を有する。しかしながら、
シート断裁装置１は櫛状の支持部９に替えて台形状の支持部９Ａを有してもよい。図１１
は、台形状の支持部９Ａの平面図である。台形状の支持部９Ａは、フィルムであって、例
えばポリエステルによって形成されている。
【００５２】
　台形状の支持部９Ａは、櫛状の支持部９における歯９１，９２，９３と同様に、断裁に
よって生じて垂れ下がってくる屑Ｗの一部を一時的に支持する台形部９５を有すると共に
、櫛状の支持部９と同様に固定部９４を有する。固定部９４が接着剤又はネジ等によって
フレーム２の底面に取り付けられることにより、台形状の支持部９Ａはフレーム２に取り
付けられる。台形状の支持部９Ａは、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向いて
いる場合に水平な状態から鉛直下方に姿勢を変える機能と復元する機能とを有する。
【００５３】
　図１１に示す通り、台形状の支持部９Ａの側部のうちの固定刃４の一端４１の側の側部
９６は、台３の載置面３１とは異なる外面のうちの固定刃４の一端４１及び他端４２を含
む平面と直交している。台形状の支持部９Ａの側部のうちの固定刃４の他端４２の側の側
部の一部９７は、固定刃４の一端４１の側に倒れている。より詳細には、台形状の支持部
９Ａの側部のうちの固定刃４の他端４２の側の側部の一部９７は、台３の載置面３１と直
交すると共に台３の載置面３１とは異なる外面のうちの固定刃４の一端４１及び他端４２
を含む平面と直交する平面であって固定刃４の一端４１を含む平面の側に倒れている。
【００５４】
　又は、シート断裁装置１は、櫛状の支持部９に替えて、一部にＬ字状の部位を有する支
持部９Ｂを有してもよい。図１２は一部にＬ字状の部位を含む支持部９Ｂを有するシート
断裁装置１の斜視図であり、図１３は図１２に示すシート断裁装置１の一部にＬ字状の部
位を含む支持部９Ｂの平面図である。支持部９Ｂは、板状の部材であって、ＡＢＳ樹脂等
の樹脂によって形成されていて変形しにくい。
【００５５】
　一部にＬ字状の部位を含む支持部９Ｂは、櫛状の支持部９における歯９１，９２，９３
と同様に、断裁によって生じて垂れ下がってくる屑Ｗの一部を一時的に支持するＬ字状部
９８を有すると共に、櫛状の支持部９と同様に固定部９４を有する。固定部９４が接着剤
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又はネジ等によってフレーム２の底面に取り付けられることにより、支持部９Ｂはフレー
ム２に取り付けられる。支持部９Ｂがフレーム２の底面に取り付けられた場合、支持部９
ＢのＬ字状部９８は、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向いている場合に水平
な状態から鉛直下方に傾斜している。例えば、支持部９ＢのＬ字状部９８は４５°鉛直下
方に傾斜している。
【００５６】
　図１２及び１３に示す通り、支持部９ＢにおけるＬ字状部９８の側部のうちの固定刃４
の一端４１の側の側部の一部９９は、固定刃４の一端４１の側に倒れている。より詳細に
は、Ｌ字状部９８の側部のうちの固定刃４の一端４１の側の側部の一部９９は、折れ曲が
った状態で、台３の載置面３１と直交すると共に台３の載置面３１とは異なる外面のうち
の固定刃４の一端４１及び他端４２を含む平面と直交する平面であって固定刃４の一端４
１を含む平面の側に倒れている。Ｌ字状部９８の側部のうちの固定刃４の他端４２の側の
側部１００も、固定刃４の一端４１の側に傾斜することにより倒れている。なお、支持部
９Ｂは、金属によって形成された板状の部材であってもよいし、ポリエステルによって形
成されたフィルムであってもよい。また、フレーム２が金属によって形成されたものであ
る場合、支持部９Ｂはフレーム２と一体に形成されてもよい。
【００５７】
　又は、シート断裁装置１は、櫛状の支持部９に替えて、一部にＬ字状の部位を有する第
２の支持部９Ｃを有してもよい。図１４は、一部にＬ字状の部位を含む第２の支持部９Ｃ
を有するシート断裁装置１の斜視図である。図１５Ａは、図１４に示すシート断裁装置１
の一部にＬ字状の部位を含む第２の支持部９Ｃの平面図であり、図１５Ｂは、図１４に示
すシート断裁装置１の一部にＬ字状の部位を含む第２の支持部９Ｃの側面図であり、図１
５Ｃは、図１４に示すシート断裁装置１の一部にＬ字状の部位を含む第２の支持部９Ｃの
斜視図である。図１５Ｂ及び１５Ｃにおいて破線により示されている部位は、後述するＬ
字状部９８が実質的に水平に位置している状態を示している。
【００５８】
　一部にＬ字状の部位を有する第２の支持部９Ｃは、支持部９Ｂと同様にＬ字状部９８及
び固定部９４を有する。Ｌ字状部９８は板状の部材であって、Ｌ字状部９８及び固定部９
４は、ＡＢＳ樹脂等の樹脂によって一体に形成されている。支持部９Ｃは、ヒンジ１０１
とバネ１０２とを有する取付部１０３を更に持つ。図１４、１５Ａ、１５Ｂ及び１５Ｃに
示す通り、ヒンジ１０１は固定部９４に取り付けられており、バネ１０２はＬ字状部９８
及び固定部９４の鉛直下方に取り付けられている。
【００５９】
　支持部９Ｂと同様に、固定部９４が保持部としてのフレーム２の底面に取り付けられる
ことにより、支持部９Ｃはフレーム２に取り付けられる。その際、台３の載置面３１が水
平な状態で鉛直上方に向いている場合にＬ字状部９８が水平に位置し、バネ１０２がＬ字
状部９８の鉛直下方に位置するように、支持部９Ｃはフレーム２に取り付けられる。
【００６０】
　又は、シート断裁装置１は、櫛状の支持部９に替えて、塊状の支持部９Ｄを有してもよ
い。図１６は、塊状の支持部９Ｄの斜視図である。塊状の支持部９Ｄの上面は、平面であ
って、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向いている場合に鉛直下方に傾斜して
いる。加えて、塊状の支持部９Ｄの側部のうちの固定刃４の一端４１の側の側部の一部１
０４は、固定刃４の一端４１の側に倒れている。より詳細には、上記一部１０４は、折れ
曲がった状態で、台３の載置面３１と直交すると共に台３の載置面３１とは異なる外面の
うちの固定刃４の一端４１及び他端４２を含む平面と直交する平面であって固定刃４の一
端４１を含む平面の側に倒れている。
【００６１】
　上述の通り、支持部９Ａ、９Ｂ、９Ｃ及び９Ｄにおいて、固定刃４の一端４１の側の側
部は台３の載置面３１とは異なる外面のうちの固定刃４の一端４１及び他端４２を含む平
面と直交しているか、固定刃４の一端４１の側の側部の少なくとも一部は固定刃４の一端
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４１の側に倒れている。その構成により、断裁によって生じて垂れ下がってくる屑Ｗは支
持部９Ａ、９Ｂ、９Ｃ及び９Ｄに引っ掛かり易くなる。すなわち、支持部９Ａ、９Ｂ、９
Ｃ及び９Ｄは、断裁によって生じて垂れ下がってくる屑Ｗの一部を一時的に支持すること
を容易に行うことができる。
【００６２】
　また上述した通り、支持部９Ａ、９Ｂ、９Ｃ及び９Ｄにおいて、固定刃４の他端４２の
側の側部は台３の載置面３１とは異なる外面のうちの固定刃４の一端４１及び他端４２を
含む平面と直交しているか、固定刃４の他端４２の側の側部の少なくとも一部は固定刃４
の一端４１の側に倒れている。その構成により、支持部９Ａ、９Ｂ、９Ｃ及び９Ｄは、断
裁によって生じて垂れ下がって一時的に支持した屑Ｗを、断裁の終了時に鉛直下方に滑ら
せて屑箱７に収めることを容易に行うことができる。
【００６３】
　更にまた上述した通り、支持部９Ａ及び９Ｃの一部は、断裁によって生じて垂れ下がっ
てくる屑Ｗを一時的に支持した際、屑Ｗの重さにより、台３の載置面３１が水平な状態で
鉛直上方に向いている場合に水平な状態から鉛直下方に姿勢を変える。支持部９Ｂ及び９
Ｄの上面は、鉛直下方に傾斜している。その構成により、支持部９Ａ、９Ｂ、９Ｃ及び９
Ｄは、断裁によって生じて垂れ下がって一時的に支持した屑Ｗを、断裁の終了時に鉛直下
方に滑らせて屑箱７に収めることを容易に行うことができる。
【００６４】
　なお、支持部９Ａはフィルムによって形成されているので、屑Ｗを一時的に支持する場
合は屑Ｗの重さにより水平な状態から鉛直下方に姿勢を変えるが、屑Ｗが屑箱７に落下し
た後に復元する。そのため、支持部９Ａが垂れ下がってくる屑Ｗを一時的に支持する機能
は維持される。支持部９Ｃはバネ１０２を有しているので、支持部９Ｃについての屑Ｗが
屑箱７に落下した後に復元する機能は、支持部９及び９Ａよりも長期間にわたって維持さ
れる。
【００６５】
　支持部は、上述したものに限定されず、例えば棒状のものであってもよい。
【００６６】
　上述した実施の形態では、支持部９は、台３の載置面３１が水平な状態で鉛直上方に向
いている場合に固定刃４より鉛直下方に配置される屑箱７の最上部より鉛直上方に位置し
ている。そのように、支持部は、上述の場合において屑箱７の底面より鉛直上方に位置す
る。例えば、支持部は屑箱７の内側面に設けられてもよい。
【００６７】
　支持部は、アルミニウム等の導電性を有する材料により形成されてもよい。その場合、
支持部は、断裁によって生じて垂れ下がって一時的に支持した屑Ｗが帯電していても除電
を行うことができ、断裁の終了時に屑Ｗを屑箱７に収めることを容易に行うことができる
。
【００６８】
　上述した実施の形態では、可動刃５は板状の刃である。しかしながら、可動刃５は板状
の刃でなくてもよい。
【００６９】
　上述した実施の形態では、シート断裁装置１は画像形成装置の後段に配置される。しか
しながら、本実施の形態のシート断裁装置１は画像形成装置の後段に配置されると限定さ
れない。シート断裁装置１は画像形成装置の後段に配置される場合、ガイドプレート６は
断裁対象のシートＳを台３の載置面３１に案内するが、シート断裁装置１は画像形成装置
の後段に配置されない場合、ガイドプレート６は用いられなくてもよい。ただし、ガイド
プレート６は台３の載置面３１に載置された断裁対象のシートＳのうちの台３からはみ出
た部位を補助的に支持する補助部としても機能するので、シート断裁装置１は画像形成装
置の後段に配置されない場合、ガイドプレート６の代替として、台３の載置面３１に載置
された断裁対象のシートＳのうちの台３からはみ出た部位を補助的に支持する補助部が用
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【００７０】
　本発明は上述の実施の形態に限定されるものではなく、実施の形態は本発明の趣旨に基
づき種々の変形が可能であり、変形例を本発明の技術的範囲から排除しない。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　本発明は、製本時にシートを断裁するシート断裁装置に関するので産業上の利用可能性
を有する。
【符号の説明】
【００７２】
１　シート断裁装置
２　フレーム
３　台
４　固定刃
５　可動刃
６　ガイドプレート
７　屑箱
８　掻き落とし部
９　支持部
９１，９２，９３　歯
３１　載置面
４１　一端
４２　他端

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図９Ｃ】

【図１０Ａ】
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【図１０Ｂ】

【図１０Ｃ】

【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５Ａ】

【図１５Ｂ】

【図１５Ｃ】 【図１６】
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